
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
口
腔
疾
患
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
傾
向
は

『
医
心
方
』
全
体
の
傾
向
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
鶴
見
大
学
歯
学
部
）

Ｂ
『
小
品
方
』
か
ら
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
医
心
方
』
に
引

用
さ
れ
た
処
方
の
構
成
生
薬
の
数

灸
や
呪
術
な
ど
を
除
い
た
生
薬
に
よ
る
治
療
で
、
『
小
品
方
』
か

ら
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
た
処
方
数
は

全
部
で
五
一
二
処
方
で
あ
っ
た
。
内
服
は
三
八
二
処
方
、
外
用
そ
の

他
は
一
三
○
処
方
で
あ
っ
た
。
内
服
で
は
煎
剤
が
一
九
二
処
方
で
あ

る
の
に
対
し
、
丸
散
剤
は
一
九
○
処
方
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

ま
た
、
単
方
は
五
一
二
処
方
中
の
二
七
三
処
方
で
あ
り
、
半
数
以

上
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
単
方
が
多
く
引
用
さ
れ
る
の
は
、
唐
以
前

の
医
書
か
ら
単
方
が
多
く
引
用
さ
れ
る
傾
向
と
一
致
す
る
。

『
小
品
方
』
は
紀
元
五
世
紀
頃
、
陳
延
之
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
処

方
集
で
あ
る
。
『
小
品
方
』
か
ら
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
千
金

方
』
に
引
用
さ
れ
た
処
方
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
。

『
小
品
方
』
の
処
方
に
つ
い
て広

田
嘩
子
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小
児
門
に
つ
い
て
も
、
『
外
台
秘
要
方
』
や
『
医
心
方
』
へ
の

『
小
品
方
』
か
ら
の
引
用
処
方
は
、
内
服
は
二
○
、
外
用
は
一
六
で

あ
り
、
ま
た
、
構
成
生
薬
の
数
も
最
高
は
二
で
あ
っ
て
全
体
に
比

べ
る
と
あ
ま
り
複
雑
な
処
方
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

。
『
小
品
方
』
か
ら
『
外
台
秘
要
方
』
お
よ
び
『
医
心
方
』
に
引

用
さ
れ
た
処
方
の
文
献
別
構
成
生
薬
の
数

「
小
品
方
』
か
ら
『
外
台
秘
要
方
』
に
引
用
さ
れ
た
の
は
二
九
七

処
方
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
単
方
は
一
三
六
処
方
で
あ
る
。
ま
た
、

『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
た
の
は
三
一
五
処
方
で
あ
り
、
単
方
は
一

九
六
処
方
で
あ
る
。
『
外
台
秘
要
方
』
と
『
医
心
方
』
へ
『
小
品
方
』

か
ら
引
用
さ
れ
た
処
方
の
中
で
、
『
千
金
方
』
に
も
記
載
の
あ
る
も

の
は
二
○
一
処
方
で
あ
っ
た
。
『
千
金
方
』
に
は
引
用
文
献
の
記
載

が
な
い
の
で
、
実
際
に
「
小
品
方
』
か
ら
『
千
金
方
』
に
ど
れ
ほ
ど

の
処
方
が
引
用
さ
れ
た
か
は
、
右
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
推
定
す

る
し
か
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
『
医
心
方
』
や
『
外
台
秘
要
方
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
処
方
で
『
千
金
方
』
に
も
記
載
が
み
ら
れ
る
も

の
が
二
○
一
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
小
品
方
』
の
処
方
の
う
ち

の
か
な
り
多
く
が
『
千
金
方
』
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

『
医
心
方
』
に
記
載
さ
れ
た
『
小
品
方
』
か
ら
の
処
方
の
う
ち
、

単
方
の
占
め
る
率
は
三
一
五
処
方
中
の
一
九
六
処
方
で
あ
る
。
「
外

台
秘
要
方
』
で
は
二
九
七
処
方
中
一
三
六
処
方
、
『
千
金
方
』
で
は

二
○
一
処
方
中
一
○
○
処
方
で
あ
る
。
『
医
心
方
』
で
は
『
小
品
方
』

か
ら
の
引
用
に
単
方
が
よ
り
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
傾
向
は
小

児
門
中
の
処
方
で
は
更
に
著
し
く
、
『
医
心
方
』
で
は
単
方
の
占
め

る
率
は
一
八
処
方
中
一
三
処
方
も
あ
る
が
、
『
外
台
秘
要
方
』
で
は

二
八
処
方
中
一
五
処
方
、
『
千
金
方
』
で
は
一
九
処
方
中
一
○
処
方

で
あ
る
。
ま
た
、
『
小
品
方
』
か
ら
『
医
心
方
』
小
児
門
に
引
用
さ

れ
た
処
方
で
は
五
つ
以
上
の
構
成
生
薬
か
ら
成
る
処
方
は
一
つ
も
な

く
、
構
成
生
薬
の
数
の
少
な
い
処
方
が
採
用
さ
れ
た
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
『
医
心
方
』
に
は
『
小
品
方
』
か
ら
引
用
し
た
と
記
載
さ

れ
た
処
方
で
、
『
外
台
秘
要
方
』
で
は
『
小
品
方
』
以
外
か
ら
引
用

さ
れ
た
処
方
の
出
典
を
調
べ
て
み
る
と
、
『
千
金
方
』
か
ら
の
も
の

は
全
五
二
の
う
ち
一
九
で
あ
り
、
最
も
多
い
。
逆
に
『
外
台
秘
要

方
』
に
は
『
小
品
方
』
か
ら
引
用
し
た
と
記
載
さ
れ
た
処
方
の
う

ち
、
『
医
心
方
』
で
は
『
小
品
方
』
以
外
か
ら
引
用
さ
れ
た
処
方
の

出
典
で
は
、
や
は
り
「
千
金
方
』
か
ら
の
引
用
が
最
も
多
く
、
三
九
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の
う
ち
二
の
引
用
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
『
小
品
方
』
以
外

か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
処
方
の
単
方
の
占
め
る
率
は
『
外
台
秘
要

方
』
で
は
五
二
回
の
記
載
の
う
ち
三
六
回
、
『
医
心
方
』
で
も
三
九

回
の
記
載
の
う
ち
二
六
回
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
以
上
の
文

献
に
記
載
さ
れ
、
比
較
的
多
く
の
本
に
ふ
ら
れ
る
処
方
に
は
単
方
が

多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
七
世
紀
ま
で
の
主
要
な
医
書
の

う
ち
で
は
『
千
金
方
』
に
最
も
多
く
『
小
品
方
』
の
処
方
が
引
用
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
と
め

『
小
品
方
』
か
ら
後
世
の
医
書
に
引
用
さ
れ
た
処
方
の
構
成
生
薬

は
単
方
が
多
く
、
そ
の
用
法
は
多
種
で
あ
り
、
内
服
と
外
用
の
比
は

三
対
一
で
、
内
服
で
は
煎
用
と
丸
散
剤
と
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

『
小
品
方
』
の
処
方
は
、
七
世
紀
以
前
に
は
『
千
金
方
』
に
最
も

多
く
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
処
方
は
救
急

用
の
処
方
な
ど
が
多
く
、
単
方
が
多
い
。
『
医
心
方
』
、
『
外
台
秘
要

方
』
、
『
千
金
方
』
と
い
っ
た
医
書
に
は
、
救
急
時
に
簡
単
に
処
方
で

き
る
も
の
が
『
小
品
方
』
か
ら
選
ば
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
傾

向
は
と
く
に
小
児
門
で
強
く
み
ら
れ
る
。
（
開
業
）

日
本
の
伝
統
医
学
の
発
展
史
に
お
い
て
、
一
七
世
紀
の
後
半
は
、

後
世
方
派
医
学
の
確
立
期
と
古
方
派
医
学
の
興
隆
期
の
は
ざ
ま
に
あ

っ
て
、
一
見
歴
史
的
意
義
の
乏
し
い
時
期
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か

し
、
こ
の
時
期
は
中
国
医
学
の
受
容
と
普
及
の
面
で
、
飛
躍
的
な
発

展
を
見
た
時
期
と
も
言
え
る
。

一
六
三
九
年
ま
で
に
い
わ
ゆ
る
鎖
国
体
制
が
完
成
し
、
対
外
交
渉

は
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
が
、
江
戸
初
期
に
は
積
極
的
に
中
国
文
化
の

移
入
が
計
ら
れ
た
。
そ
の
媒
介
と
な
る
の
は
、
殆
ど
書
物
の
み
に
限

ら
れ
た
。
こ
の
時
代
の
日
本
の
医
学
の
姿
を
知
り
、
さ
ら
に
は
一
八

世
紀
以
降
の
独
自
の
発
展
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
当
時
の
医
家
が

ど
の
よ
う
な
医
書
を
学
習
し
て
い
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。江

戸
時
代
前
半
の
目
覚
し
い
文
化
の
発
展
の
一
要
素
と
し
て
見
過

書
籍
目
録
に
見
ら
れ
る
一
七
世
紀
後
半

の
流
通
医
書

平
馬
直
樹
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